
毎年恒例の三本木どんと祭は、今年で22回目の開催を数
える伝統行事です。メインイベントの裸参りは、白鉢巻き・
白さらしを身に纏い、口には私語を慎むため含み紙をくわ
え、無病息災・家内安全など祈願しながら「御神火」を目指し
て約100名の行列が町中を練り歩く地元の冬の風物詩と
なっております。
会場では、豪華景品が当たるお楽しみ抽選会が行われる

ほか寒空の下冷えた体を温める売店も多数出店しますの
で、是非足をお運び下さい！
大崎市のご当地ヒーロー「オダズナー」が現れるかも!?
■開催日／平成27年1月14日（水）午後4時～午後9時
■開催地／大崎市三本木『八坂神社』
■交　通／東北自動車道「三本木スマートIC」より車で5分、
　　　　　「古川IC」より車で20分
■問合せ／三本木どんと祭実行委員会（大崎商工会内）

TEL 0229－52－2272

第22回 三本木どんと祭
●年頭のご挨拶（宮城県商工会連合会） （２）
　　　　　　　(宮城県知事） （２）
●第５４回商工会全国大会 （3）
●宮城県（産業別）最低賃金のお知らせ （3）
●「よろず支援拠点」の取り組み状況（中間報告） （4）
●経営革新塾 （4）
●商工会事業の紹介（柴田町商工会） （5）
●商工会事業の紹介（みやぎ北上商工会） （5）
●地域内販路回復支援事業「商談会」 （6）
●「ニッポンセレクト．ｃｏｍ」の活用を （6）
●わたしのお父さん（加美商工会青年部） （7）
●税務署からのお知らせ （7）
●青年部•女性部コーナー （8）

天　　野　　　忠　　正

株式会社髙橋プリント
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新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
県

民
の
皆
様
の
御
健
康
と
御
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
本
県
出
身
の
羽
生
結

弦
さ
ん
が
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
男
子
シ
ン

グ
ル
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
、

県
内
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
国
に

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
本
県
被

災
地
を
御
訪
問
い
た
だ
き
、
私
た

ち
県
民
一
同
、
大
き
な
励
ま
し
を

受
け
ま
し
た
。

県
内
で
は
復
興
の
槌
（
つ
ち
）

音
が
聞
こ
え
、
各
地
で
、
災
害
公

営
住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
る
と
と

も
に
、
震
災
で
休
止
し
て
い
た
事

業
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
、
復
興
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
県
内
外
の
多
く
の

方
々
か
ら
の
御
支
援
と
、
県
民
の

皆
様
の
御
尽
力
の
た
ま
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
、「
宮
城
県
震

災
復
興
計
画
（
平
成
二
十
三
年
十

月
策
定
）」
で
定
め
た
十
年
間
の

道
筋
の
う
ち
、
再
生
に
向
け
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
充
実
さ
せ
る

「
再
生
期
（
四
年
間
）」
の
最
初
の

年
で
し
た
。

県
で
は
全
力
で
復
旧
・
復
興
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、「
宮
城
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
た
将
来

像
を
見
据
え
て
、
本
県
が
発
展
し

て
い
く
た
め
の
様
々
な
種
を
ま

き
、そ
れ
が
各
地
で
芽
吹
く
よ
う
、

仙
台
空
港
の
民
営
化
や
医
学
部
の

県
内
新
設
、
広
域
防
災
拠
点
の
整

備
な
ど
新
た
な
取
組
に
も
挑
戦
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
、「
再
生
期
」
の
二
年

目
に
な
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
に
引

き
続
き
、「
迅
速
な
震
災
復
興
」、

「
産
業
経
済
の
安
定
的
な
成
長
」、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
宮
城
」、「
美

し
く
安
全
な
県
土
の
形
成
」
を
政

策
推
進
の
基
本
と
し
て
、
復
旧
・

復
興
を
最
優
先
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、「
創
造
的
な
復
興
」
に
向

け
た
様
々
な
取
組
を
着
実
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
本
県
が
「
創
造

的
な
復
興
」
を
成
し
遂
げ
、
経
済

成
長
と
豊
か
さ
の
中
で
、「
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
、
育
っ
て
よ
か
っ

た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
県
民

の
皆
様
が
実
感
で
き
る
宮
城
県
と

な
る
よ
う
、
県
政
運
営
の
先
頭
に

立
っ
て
、
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
、

前
向
き
に
、
そ
し
て
明
る
く
、
皆

様
と
共
に
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

宮
城
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

天　

野　

忠　

正

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や

か
に
、
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
県
内
各
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
成
績
は
振
る
わ
ず
、
東
北

楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
日
本

一で
沸
い
た一昨
年
と
比
較
す
る
と
非

常
に
残
念
な一年
で
あ
り
ま
し
た
。

県
内
の
経
済
情
勢
に
目
を
向
け

て
み
る
と
、
消
費
税
増
税
後
の
景

気
回
復
は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、

消
費
税
再
増
税
は
先
送
り
と
な
っ

た
も
の
の
、
再
増
税
ま
で
に
県
内

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
状
況
が
好
転
す
る
か
は
不
透
明

な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
我
々
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
悲
願
で
あ
っ

た
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
が
、

昨
年
六
月
二
十
日
、
国
会
に
お
い
て

成
立
し
、
今
後
五
年
間
の
基
本
計

画
も
十
月
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、

今
後
の
小
規
模
企
業
の
施
策
に
期

待
の
も
て
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
商

工
会
全
国
大
会
で
は
、
こ
の
追
い

風
を
更
に
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
、
我
々
商
工
会
が
、
地
域
の
中

核
的
存
在
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、

地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
事
業
の
持
続
的
発
展
や
疲
弊

す
る
地
域
に
活
力
を
取
り
戻
す
こ

と
を
目
的
に
「
小
規
模
企
業
振
興

基
本
法
制
定
を
踏
ま
え
た
小
規
模

企
業
対
策
の
抜
本
的
強
化
」や「
小

規
模
企
業
支
援
体
制
の
強
化
」
な

ど
六
項
目
を
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
全
国

連
と
連
携
し
、
地
域
で
懸
命
に
自

助
努
力
を
続
け
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
苦
労
が
報
わ
れ
る

よ
う
、
国
・
県
等
関
係
要
路
に
小

規
模
企
業
施
策
の
早
期
制
定
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
商
工
会
に
よ
る

支
援
体
制
の
強
化
な
ど
、
実
効
性

の
あ
る
施
策
の
実
現
に
向
け
強
力

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
昨
年
実
施
機
関
と
し
て

認
定
を
受
け
た
「
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
」
を
効
果
的
に
活
用
し
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
経
営
支
援
が
受
け
ら

れ
る
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
な
ど
小
規
模
事
業
者
に
的
を

絞
っ
た
各
種
施
策
を
積
極
的
に
活

用
し
、
急
激
な
円
安
に
よ
る
原
材

料
価
格
の
高
騰
な
ど
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
抱
え
る
経
営
課

題
に
対
す
る
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か

ら
三
年
十
カ
月
が
経
過
し
、
被
災

し
た
多
く
の
事
業
所
は
、
復
興
に

向
け
て
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す

が
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
や
事

業
用
地
の
確
保
難
、
二
重
債
務
問

題
等
、
新
た
な
問
題
・
課
題
が
発

生
し
て
お
り
、
引
き
続
き
グ
ル
ー

プ
補
助
金
の
継
続
及
び
要
件
の
緩

和
、
風
評
被
害
対
策
の
強
化
、
魅

力
あ
る
商
店
街
再
建
と
ま
ち
づ
く

り
支
援
な
ど
会
員
事
業
所
の
事
業

再
開
・
再
建
に
向
け
て
、
国
・
県

等
に
対
し
て
積
極
的
に
要
望
・
陳

情
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
会
員
皆
様
方
の
よ
り
一
層

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
関
係
各
位
の
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

商
工
会
は
地
域
の
中
核
的
存
在

と
し
て
邁
進

宮
城
県
知
事村　

井　

嘉　

浩

復
旧
・
復
興
と
と
も
に
「
創
造
的

な
復
興
」
を
着
実
に
進
め
る
年
に
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宮
沢
経
済
産
業
大
臣
、
甘
利
経
済

再
生
担
当
大
臣
、
谷
垣
自
由
民
主

党
幹
事
長
、
山
口
公
明
党
代
表
、

海
江
田
民
主
党
代
表
を
は
じ
め
多

数
の
国
会
議
員
を
迎
え
、
大
会
に

華
が
添
え
ら
れ
、
天
野
忠
正
大
会

副
会
長
（
本
会
会
長
）
の
閉
会
宣

言
で
閉
幕
し
た
。

地
元
国
会
議
員
に
要
望

大
会
前
日
、
本
会
三
役
が
、
衆

参
両
議
員
会
館
を
訪
問
し
、
本
県

選
出
の
国
会
議
員
等
十
七
名
に
対

し
て
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子

力
災
害
の
克
服
と
産
業
復
興
再
生

支
援
強
化
並
び
に
復
興
に
お
け
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援

対
策
の
拡
充
強
化
等
に
つ
い
て
要

望
を
行
っ
た
。

第
五
十
四
回
商
工
会
全
国
大
会

は
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
制

定
記
念
大
会
と
し
て
十
一
月
二
十

日
、
東
京
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
を
会

場
に
、
本
県
か
ら
商
工
会
長
及
び

副
会
長
等
七
十
八
名
を
含
む
全
国

各
地
の
商
工
会
関
係
者
総
勢
約

三
千
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

全
国
連
石
澤
義
文
大
会
会
長

（
富
山
県
連
会
長
）
が
、
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
制
定
に
お
け
る

署
名
活
動
へ
の
協
力
に
つ
い
て
謝

意
を
表
す
と
と
も
に
「
政
府
に
お

い
て
は
、
消
費
税
再
増
税
に
つ
い

て
、
我
々
の
声
を
聞
き
届
け
い
た

だ
き
、
一
年
半
の
延
期
を
し
て
い

た
だ
い
た
。」
と
挨
拶
。

意
見
表
明
で
は
、
森
田
哲
夫
大

会
副
会
長
（
愛
知
県
連
会
長
）
が
、

一
、
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
地
域
経
済
の
好
循
環

の
早
期
実
現

一
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
に

基
づ
く
小
規
模
企
業
対
策
の

抜
本
的
強
化

一
、
小
規
模
企
業
支
援

　
　

体
制
の
強
化

一
、
中
小
・
小
規
模
企

　
　

業
の
活
力
に
資
す

　
　

る
税
制
の
実
現

一
、
東
日
本
大
震
災
か

　
　

ら
の
復
興
加
速
化

一
、
商
工
会
の
支
援
機

　
　

能
の
更
な
る
強
化

の
六
項
目
に
つ
い
て
意

見
表
明
を
行
い
、
大
会

決
議
と
し
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
安
倍

晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、

小
規
模
企
業
対
策
の強

化
を
決
議

︱
第
五
十
四
回
商
工
会
全
国
大
会
︱

挨拶する安倍首相

閉会宣言する天野大会副会長（本会会長）

地域別最低賃金 時間額 効力発生日

宮城県最低賃金 710円 平成26年10月16日

宮城県産業別最低賃金 時間額 効力発生日

鉄鋼業 811円 平成26年12月15日

電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

769円 平成26年12月19日

自動車小売業 778円 平成26年12月15日

宮城県最低賃金は、それぞれ上記の金額に引上げとなりました。
詳しいことは、宮城労働局労働基準部賃金室（電話022-299-8841）又は、最寄りの労働基準監督署
まで、お問い合わせください。

宮城県（産業別）最低賃金が改正されました
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平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら

国
の
新
規
事
業
と
し
て
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
様
々
な
経

営
課
題
に
対
応
す
る
「
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
事
業
」
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。宮

城
県
で
は
、
本
会
が
実
施
機

関
と
な
り
、
事
務
所
内
に
「
宮
城

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
を
開
設
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
以
下
総
勢
六

名
の
ス
タ
ッ
フ
で
業
務
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、
売
上

拡
大
、
Ｉ
Ｔ
活
用
、
経
営
改
善
、

資
金
繰
り
、
創
業
、
事
業
承
継
な

ど
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
皆
様
が
抱
え
る
“
よ
ろ
ず
”
の

お
悩
み
事
に
、
経
験
豊
富
な
ス

タ
ッ
フ
が
対
応
し
、
売
上
拡
大
や

経
営
改
善
等
へ
の
総
合
的
・
先
進

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
の
支
援
、
他
の
専
門
支
援

機
関
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
“
つ
な

ぐ
”
等
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

本
拠
点
は
、「
行
列
の
出
来
る

拠
点
」
作
り
を
目
指
し
、
開
設
記

念
セ
ミ
ナ
ー
を
皮
切
り
に
、
売
上

向
上
や
先
進
事
例
の
セ
ミ
ナ
ー

等
、
こ
れ
ま
で
五
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
、
ま
た
「
お
お
さ
き
産
業

フ
ェ
ア
二
〇
一
四
」
や
、
他
機
関

が
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
商
談
会

等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
。

県
政
だ
よ
り
、
商
工
会
会
報
等

の
紙
媒
体
で
も
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

を
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
が
、
十
月

下
旬
に
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
立

ち
上
げ
、
更
に
十
一
月
に
は
県
内

約
六
百
箇
所
の
コ
ン
ビ
ニ
に
拠
点

の
チ
ラ
シ
を
配
置
す
る
等
、
事
業

の
周
知
と
知
名
度
向
上
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ス
タ
ー
ト
当
初
月
三
十
五
件

だ
っ
た
来
訪
相
談
者
数
も
、
十
一

月
に
は
百
二
件
ま
で
増
え
、
順
調

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
相
談
者
は
、

二
十
七
％
が
製
造
業
、
二
十
五
％

が
卸
売
業
・
小
売
業
、

十
三
％
が
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
業
・
娯
楽

業
、
十
一
％
が
宿
泊

業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
県
内
商
工

会
や
金
融
機
関
、
宮

城
県
の
出
先
機
関
等

で
出
張
相
談
会
の
開

催
箇
所
を
順
次
増
や

し
て
い
く
計
画
で
あ

り
、
ま
た
相
談
に
対

す
る
課
題
の
解
決
ス

ピ
ー
ド
の
向
上
に
も

努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
是
非
、
相
談
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

中
小
企
業
診
断
士
の
渡
辺
進
也

先
生
、
後
藤
毅
先
生
を
迎
え
て
、

十
一
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
二

日
ま
で
の
四
日
間
に
て
、
登
米
中

央
商
工
会
を
会
場
に
経
営
革
新
塾

を
開
催
し
た
。

県
内
中
小
企
業
等
に
対
し
多
く

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
講
師
は
、

東
日
本
大
震
災
前
と
後
で
は
経
営

を
取
り
巻
く
市
場
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
変
化
す
る
経
営

環
境
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
力
説
。

こ
の
塾
は
、
環
境
変
化
の
中
で

自
社
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
し
て

現
状
を
認
識
し
、
強
み
を
活
か
し

た
経
営
戦
略
や
融
資
を
引
き
出
す

事
業
計
画
書
の
策
定
方
法
等
の
知

識
を
取
得
し
て
、
今
後
の
事
業
展

開
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
、
十
名
の
方
が
参

加
さ
れ
た
。

最
終
日
に
は
、
本
講
座
で
得
た

知
識
を
用
い
て
各
参
加
者
が
経
営

計
画
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
の
発

表
を
行
っ
て
終
了
し
た
。
受
講
さ

れ
た
皆
様
方
に
は
、
今
後
の
事
業

繁
栄
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
経
営
革
新
等
を
お
考
え
の

方
は
お
近
く
の
商
工
会
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。
商
工
会
職
員

が
丁
寧
、
親
切
に
対
応
い
た
し
ま

す
。
あ
な
た
の
希
望
を
明
日
に
向

か
っ
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

相談の様子

講義の様子

中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
相
談
窓
口

『
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
』の
取
り
組
み
状
況

（
中
間
報
告
）

強
み
を
活
か
し
た
経
営
戦
略
を
策
定

経
営
革
新
塾
の
開
催

第299号（4）発行　平成27年1月1日



変
素
晴
ら
し
い
と
の
評
価
を
得
て

い
ま
し
た
。

更
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地

元
小
中
学
生
に
よ
る
合
唱
や
ダ
ン

ス
、
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

文
化
協
会
に
よ
る
地
元
の
神
楽
や

伝
統
芸
能
、
舞
踊
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
な
か
で
も
特
別
出
演
の
陸
上

自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
の
「
青

葉
城
恋
歌
」
や
行
進
曲
「
コ
バ
ル

ト
の
空
」
な
ど
の
演
奏
は
、
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
雨
空
を
吹

き
飛
ば
す
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
の
最
後
に
は
恒
例
の
お
楽

し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
出
店
者

よ
り
旅
行
券
、地
元
収
穫
の
新
米
、

特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
等
が
賞
品

と
し
て
提
供
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た

方
々
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
年
は
雨
天
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
来
場
者
と
地

域
の
方
々
の
絶
大
な
る
ご
協
力
に

よ
り
無
事
終
了
出
来
た
こ
と
に
感

謝
し
、
来
年
は
晴
天
の
中
で
祭
り

が
開
催
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

「
東
和
の
秋
ま
つ
り
」
が
去
る

十
一
月
一
日
㈯
、
登
米
市
東
和
総

合
支
所
駐
車
場
特
設
会
場
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
生
憎
の
雨
模
様
に

も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
農
林
業
者
や
商

工
業
者
、
文
化
芸
能
関
係
機
関
の

協
力
の
も
と
、
新
た
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
創
出
を
目
的
と
し

た
恒
例
の
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

す
。販

売
テ
ン
ト
で
は
、
商
工
会
、

農
協
、
生
産
組
合
に
よ
る
地
元
特

産
品
や
農
産
物
の
販
売
、
飲
食

コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
数
出
店
し
、
市

価
よ
り
も
格
安
で
販
売
さ
れ
、
ま

た
車
両
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
警

察
・
消
防
・
自
衛
隊
車
両
、
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
カ
ー
の
試
乗
や
、
記
念
写

真
を
撮
影
す
る
多
く
の
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

東
和
総
合
支
所
内
一
階
フ
ロ
ア

で
は
、
地
元
小
中
学
生
の
絵
画
の

展
示
、
文
化
協
会
に
よ
る
生
け
花

や
陶
芸
、
写
真
な
ど
の
作
品
が
多

数
展
示
さ
れ
、
見
学
者
か
ら
は
大

大
黒
舞
で
地
域
に
笑
顔
と
元
気

を
届
け
よ
う
と
、
柴
田
町
商
工
会

女
性
部
は
去
る
十
一
月
二
日
、
槻

木
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

「
第
一
回
み
ち
の
く
招
福
ま
つ
り

in
し
ば
た
」
を
開
催
し
九
百
人
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
事
業
は
、
観
光
交
流
に
つ
な

が
る
交
流
活
動
と
し
て
、
①
地
域

活
性
化
に
直
結
、
②
先
進
的
な
取

り
組
み
、
③
公
益
性
が
高
い
、
④

継
続
性
が
見
込
ま
れ
る
、
と
い
う

四
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
公
益
社
団
法
人
宮
城

県
観
光
連
盟
の
「
嵐
基
金
事
業
」

百
万
円
の
補
助
を
受
け
実
施
し
た

も
の
で
す
。

大
黒
舞
は
祝
い
の
席
で
披
露
さ

れ
、
赤
い
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
打
ち

出
の
小
づ
ち
を
持
っ
て
舞
う
郷
土

芸
能
で
、
古
く
は
室
町
時
代
よ
り

地
域
毎
に
独
自
の
形
態
に
よ
り
連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸

能
で
す
。

当
日
は
、
特
別
招
待
の
秋
田
県

由
利
高
等
学
校
民
謡
部
を
は
じ
め
、

県
内
外
よ
り
二
十
四
団
体
が
出
演

し
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
す
ば
ら
し
い

舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
全
国
大
会
で
表
彰
も
受
け

て
い
る
秋
田
県
由
利
高
等
学
校
民

謡
部
の
演
舞
は
、
会
場
中
を
魅
了

し
、
ス
タ
ッ
フ
も
舞
台
の
そ
で
で

感
涙
す
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。

柴
田
町
商
工
会
女
性
部
が
今
回

の
初
開
催
に
併
せ
創
作
し
た
花
の

ま
ち
柴
田
応
援
ソ
ン
グ
「
花
大
黒

舞
」
は
、
作
詞
や
作
曲
、
降
り
付

け
も
自
分
達
で
考
え
た
も
の
で
、

当
日
の
披
露
に
向
け
て
曲
に
合
わ

せ
て
小
づ
ち
や
扇
子
を
振
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
確
認
し
な
が
ら
練
習
に

練
習
を
重
ね
て
き
た
甲
斐
も
あ

り
、
一
糸
乱
れ
ず
に
踊
り
き
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

更
に
、
町
の
次
代
を
担
う
子
供

た
ち
に
も
伝
え
、
世
代
を
超
え
た

交
流
の
機
会
に
し
よ
う
と
、
女
性

部
員
が
小
学
校
に
出
向
い
て
児
童

ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち
に
大
黒
舞
の

演
技
指
導
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
に
か
か
る
準
備
や
運

営
に
は
言
い
尽
く
せ
ぬ
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
女
性
部

主
体
で
力
を
合
わ
せ
て
最
後
ま
で

頑
張
り
、
予
想
し
た
以
上
の
好
評

を
博
す
こ
と
が
で
き
、
部
員
一
同

「
招
福
ま
つ
り
を
、
本
当
に
や
っ

て
よ
か
っ
た
」「
わ
た
し
た
ち
、

女
性
部
員
で
よ
か
っ
た
」
と
い
う

充
足
感
と
強
い
連
帯
感
を
得
ら
れ

た
こ
と
が
、
女
性
部
に
と
っ
て
何

よ
り
の
成
果
に
な
り
ま
し
た
。

大
黒
舞
で
地
域
お
こ
し
の
一
助
を
!!

“
五
圓
ま
た
、五
縁
が
続
き
ま
す
様
に
”

柴
田
町
商
工
会

生
憎
の
雨
で
も
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
た

「
東
和
の
秋
ま
つ
り
」

み
や
ぎ
北
上
商
工
会

演舞の様子

柴田町商工会女性部員の皆さん

陸上自衛隊東北方面音楽隊

まつり会場の来場者
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援
を
行
っ
て
い
る
販
路
開
拓
サ

ポ
ー
ト
の
小
地
沢
先
生
や
宮
城
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
専
門
家
が
、

商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
流

通
業
者
等
と
商
談
す
る
上
で
の
ポ

イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
。

参
加
し
た
仕
入
担
当
者
は
「
地

域
に
埋
も
れ
て
い
る
商
品
を
再
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
早
速
会

社
に
持
ち
帰
っ
て
採
用
に
向
け
検

討
し
た
い
」
と
話
し
た
。

残
る
栗
原
・
登
米
と
三
陸
の
二

ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
今
月

十
九
日
に
栗
原
市
、
二
十
日
に
石

巻
市
で
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

大
震
災
以
降
、
県
内
食
品
製
造

業
者
は
、
津
波
に
よ
る
工
場
流

出
・
労
働
者
確
保
等
の
問
題
に
加

え
て
、
原
発
の
風
評
被
害
等
に
よ

り
、
失
っ
た
販
路
の
回
復
に
は
未

だ
至
っ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

ま
た
、
新
規
開
拓
を
求
め
て
、

首
都
圏
の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
と
直
接
取
引
す
る

に
は
、
生
産
量
や
納
入
価
格
の
面

で
課
題
が
多
く
、
特
に
小
規
模
事

業
者
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
会

で
は
、
ま
ず
地
域
内
で
商
品
が
流

通
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、
製
造
業
者
が
新
た
な
販

路
拡
大
を
図
れ
る
よ
う
県
内
五
ブ

ロ
ッ
ク
を
会
場
に
商
談
会
を
企
画

し
た
。

十
一
月
に
、
仙
南
・
中
央
・
大

崎
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
で
商
談
会
を
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
、
三
会
場
合
わ
せ

て
、
水
産
加
工
品
、
菓
子
、
漬
物

等
製
造
業
者
五
十
六
社
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ホ
テ
ル
、
直
売
所
等
流
通

業
者
三
十
七
社
が
参
加
し

た
。製

造
業
者
の
担
当
者

は
、
自
社
商
品
を
目
立
つ

よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
陳

列
し
、
仕
入
担
当
者
に
イ

チ
押
し
商
品
を
説
明
し
た

り
、
試
食
を
勧
め
た
り
す

る
な
ど
積
極
的
な
売
り
込

み
を
行
っ
た
。

ま
た
、
商
談
会
当
日
に

は
、
参
加
し
た
製
造
業
者

に
対
し
、
全
国
各
地
で
商

品
開
発
・
販
路
開
拓
の
支

十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三

日
に
か
け
て
、
東
京
・
池
袋
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
お
い
て

「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産

展
」
が
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
三
百
五
十
事
業

者
が
出
店
、
会
場
は
約

十
五
万
人
の
来
場
者
で

賑
わ
っ
た
。

会
場
に
は
全
国
各
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た

産
品
で
埋
め
尽
く
さ

れ
、
本
県
か
ら
は
、
海

産
物
、
飲
料
・
菓
子
、

乳
製
品
等
を
販
売
す
る

十
事
業
所
が
出
店
。

宮
城
の
地
域
産
品
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の

来
場
者
か
ら
好
評
を
得

た
。

地
域
内
で
新
た
な
販
路
を
見
出
す

︱
地
域
内
商
談
会
開
催
︱

全国各地の地域産品のインターネット通販サイト

「ニッポンセレクト.com」で
ネットショップ開業の足がかり

出品者は商品を出すだけでＯＫ。
煩わしい業務は運営事務局がサポート。

【5つの出店メリット】
①出店料・出品料が無料　②写真撮影など商品力
向上支援　③物流作業を代行　④クレジットなど
決裁システムを用意　⑤メディアを使った商品PR

出品申込み・お問合せは、お近くの商工会へ

仕入担当者に商品を売り込む製造業者

多くの買い物客で賑わう本県ブース

地域の魅力を再発見！― ニッポン全国物産展 ―
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平成26年 4 月 1 日から消費税（地方消費税含む）の税率は 8 ％です。
平成26年分（平成26年 4 月 1 日を含む課税期間）の消費税及び地方消費税の確定申告書を作成するためには、
帳簿等において、課税取引を適用税率ごとに区分して集計する必要があります。

【注意してください】
1 　課税取引に対する適用税率は、①平成26年 3 月31日以前は 5 ％、②平成26年 4 月 1 日以後は 8 ％ですが、平

成26年 4 月 1 日以後に行われる取引であっても、経過措置により 5 ％が適用される場合があります。
2 　帳簿等では、非課税取引等についても区分する必要があります。
※消費税法の改正内容については、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧ください。

亡くなられた方（被相続人）の財産を相続や遺贈（遺言に
よって財産を譲ること）によって取得した場合、各相続人等
が相続や遺贈によって取得した財産の額と、過去に被相続人
から相続時精算課税の適用を受けて贈与により取得した財産
の額の合計額から債務や葬式費用の金額を控除し、相続開始
前 3 年以内の暦年課税に係る贈与財産の価格を加算した「正
味の遺産額」の合計額が基礎控除額を超えた場合、その財産
を取得した人は、相続税の申告をする必要があります。

この基礎控除の額について、平成27年 1 月 1 日以降に亡く
なられた方から財産を相続や遺贈によって取得した場合は、
次のように引き下げられました。

【改正前】
5,000万円＋
（1,000万円×法定相続人の数）

【改正後】
3,000万円＋
（600万円×法定相続人の数）

尚、申告及び納期限は、被相続人の死亡したことを知った日
（通常は被相続人が死亡した日）の翌日から10 ヶ月以内です。

詳しくは国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）を
ご覧いただくか、最寄りの税務署までお尋ねください。

給料、報酬、不動産の使用料等を支払っ
た場合には支払先の住所、氏名、支払金額
等を記載した源泉徴収票や支払調書等（総
称して「法定調書」といいます。）を税務
署に提出することになっています。

この法定調書は、利子、配当等の一部を
除き、一年間の支払分を取りまとめて提出
するもので、平成26年中の支払に係る法定
調書の提出は平成27年 2 月 2 日㈪までと
なっていますので、誤りのないよう正確に
記載し、期限まで提出してください。

また、これらの法定調書は、①「国税電
子申告・納税システム（e-Tax）」、②光ディ
スク等（CD・FD等）を利用して提出する
こともできます。

提出についてご不明な点がありました
ら、国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp）をご覧ください。

【税務署からお知らせ】

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、石

山
工
業
有
限
会
社
で
水
道
工
事

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、新
し
い
お
家

に
水
が
流
れ
る
よ
う
に
し
た

り
、こ
わ
れ
た
水
道
管
を
直
し

た
り
し
ま
す
。わ
た
し
も
お
手

伝
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。思
っ
た
よ
り
と
っ
て
も
む

ず
か
し
か
っ
た
の
で
、そ

れ
を
テ
キ
パ
キ
こ
な
し
て

い
る
お
父
さ
ん
は
、か
っ

こ
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま

す
。そ

ん
な
お
父
さ
ん
は
、

朝
、わ
た
し
が
起
き
る
前

に
起
き
て
仕
事
に
出
か
け

ま
す
。夜
は
、私
が
寝
て
い

る
時
に
帰
っ
て
く
る
の

で
、病
気
に
な
っ
た
り
し

な
い
か
と
、と
て
も
心
配

で
す
。

休
み
の
日
に
は
、家
族
で
出

か
け
た
り
、わ
た
し
と
遊
ん
で

く
れ
た
り
、い
ろ
ん
な
物
を

作
っ
た
り
し
ま
す
。お
父
さ
ん

と
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
か
ら
、休

み
の
日
に
な
る
の
が
待
ち
ど
お

し
い
で
す
。そ
ん
な
お
父
さ
ん

が
大
好
き
で
す
。

健治郎さんと知佳さん

石い
し
や
ま山

　
知と
も
か佳
さ
ん
　
　

（
色
麻
町
立
色
麻
小
学
校
四
年
生
）

　

石
山
工
業
有
限
会
社

加
美
商
工
会
青
年
部　

石い
し
や
ま山　

健け
ん
じ
ろ
う

治
郎
さ
ん

「
わ
た
し
の
お
父
さ
ん
」

個人事業者の平成26年分消費税確定申告に関するお知らせ

財産を相続したとき（税制改正） 法定調書の提出は２月２日までに！
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『「
言
葉
」
よ
り
「
行
動
」
〜
リ
ー

ダ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
〜
』と
題
し
、

平
成
十
六
年
中
越
地
方
を
襲
っ
た

大
地
震
に
遭
遇
し
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
全
村
避
難
を
決
断
し
た
こ

と
、
復
興
に
向
け
て
の
体
験
に
つ

い
て
の
講
演
が
な
さ
れ
た
。

二
日
目
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
大
切
さ
」
と
題
し
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
地
元
新
潟
県
の
山
古
志
商
工

会
、
川
口
町
商
工
会
の
各
青
年
部

長
よ
り
、
中
越
地
震
に
遭
遇
し
な

が
ら
も
、
地
域
で
事
業
を
営
み
若

手
後
継
者
と
し
て
地
域
に
関
わ
っ

て
き
た
体
験
談
が
語
ら
れ
た
。

続
い
て
全
国
青
年
部
長
会
議
が

開
催
さ
れ
、
全
青
連
事
業
の
結
果

等
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
本
大

会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

拶
。続

い
て
、
開
催
地
で
あ
る
南
三

陸
商
工
会
須
藤
会
長
よ
り
歓
迎
の

挨
拶
を
行
っ
た
後
、
末
武
新
潟
県

女
性
連
会
長
が
「
三
年
八
ヶ
月
過

ぎ
た
が
復
興
が
進
ん
で
い
な
い
。

五
月
に
全
国
の
女
性
部
長
と
名
取

市
と
南
三
陸
町
を
視
察
さ
せ
て
い

た
だ
き
、買
い
物
支
援
を
行
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
支
援
し
た
い
の
で
忌

憚
の
な
い
意
見
を
頂
き
た
い
」
と

挨
拶
さ
れ
た
。

支
援
物
資
の
贈
呈
式
で
は
、
高

橋
南
三
陸
女
性
部
長
が
代
表
で
末

武
会
長
よ
り
新
米
を
受
け
取
り
、

続
い
て
、
菊
池
会
長
が
座
長
と
な

り
、
被
災
商
工
会
女
性
部
の
現
状

と
部
員
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
、

参
加
女
性
部
員
よ
り
報
告
が
な
さ

れ
た
。

参
加
部
員
か
ら
は
、
震
災
当
時

の
状
況
や
事
業
継
続
の
た
め
の
苦

労
話
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
の
状

況
な
ど
が
話
さ
れ
、
全
国
女
性
連

か
ら
の
五
百
円
玉
募
金
の
義
援
金

は
、
す
べ
て
を
失
っ
た
私
た
ち
に

前
を
向
い
て
活
動
す
る
た
め
の
糧

と
な
り
、
大
変
助
か
っ
た
と
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
末
武
会
長
か
ら
「
前
向

き
に
生
き
て
欲
し
い
し
、
こ
れ
か

ら
も
単
な
る
支
援
で
は
な
く
、
助

け
合
い
の
気
持
ち
で
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
心
温
ま
る
言
葉
を
頂

戴
し
、
交
流
会
は
終
了
し
た
。

賞
の
栄
誉
に
輝
き
、
全
国
制
覇
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

ま
た
、
優
秀
賞
に
は
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
（
兵
庫
県
）
山
本
麻

那
美
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

主
張
大
会
の
審
査
中
に
は
、
旧

山
古
志
村
長
の
長
島
忠
美
氏
よ
り

全
国
制
覇 

山
田
岳
彦
君

最
優
秀
賞
に
輝
く
！
青
年
部
主
張
発
表
会

︱
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
新
潟
大
会
）︱

第
十
六
回
商
工
会
青
年
部
全
国

大
会
が
去
る
十
一
月
十
二
日
㈬
〜

十
三
日
㈭
の
日
程
で
新
潟
市
の
朱

鷺
メ
ッ
セ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

本
県
四
十
一
名
を
含
む
全
国
各
地

か
ら
約
三
千
名
の
青
年
部
員
が
参

加
の
下
、「
義
心
伝
心
〜
今
こ
そ

翔
け
さ
ら
な
る
躍
進
の
た
め
に

〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
盛
大

に
実
施
さ
れ
た
。

一
日
目
は
、
全
国
商
工
会
青
年

部
連
合
会
顕
彰
授
与
式
が
行
わ

れ
、
本
県
か
ら
は
、
長
年
の
青
年

部
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
た
村
田

町
商
工
会
青
年
部
元
部
長
の
増
田

英
隆
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。続

い
て
行
わ
れ
た
主
張
発
表
会

で
は
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
予

選
を
勝
ち
進
ん
だ
代
表
者
六
名

が
、
日
頃
の
青
年
部
活
動
か
ら
得

た
経
験
や
成
果
、
意
見
に
つ
い
て

熱
弁
を
奮
い
、
審
査
の
結
果
、
北

海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
本

県
七
ヶ
宿
町
商
工
会
青
年
部
副
部

長 
山
田
岳
彦
君
が
見
事
最
優
秀

新
潟
県
商
工
会
女
性
連
合
会
か

ら
の
支
援
物
資
贈
呈
式
と
末
武
会

長
と
被
災
地
商
工
会
女
性
部
員
と

の
交
流
会
が
、
十
一
月
二
十
六
日

㈬
、
三
陸
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性

部
長
並
び
に
被
災
商
工
会
女
性
部

員
二
十
一
名
参
加
の
も
と
南
三
陸

ポ
ー
タ
ル

セ
ン
タ
ー

交
流
館
で

開
催
さ
れ

た
。こ

の
交

流
会
は
、

新
潟
県
商

工
会
女
性

部
連
合
会

で
展
開
し

て
い
る
「
米
一
合
運
動
」
の
一
環

と
し
て
、
仮
設
住
宅
で
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
本
県
女

性
部
員
百
七
名
に
新
潟
産
新
米
が

贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
贈
呈
式
を
兼
ね
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

初
め
に
、
菊
池
本
会
女
性
連
会

長
よ
り
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら

早
や
三
年
八
ヶ
月
が
経
過
し
復
興

へ
と
着
実
に
歩
み
始
め
て
い
る
も

の
の
、
人
口
減
少
や
再
建
資
金
の

問
題
等
、
新
た
な
問
題
・
課
題
を

抱
え
な
が
ら
、
本
設
移
転
へ
と
懸

命
に
努
力
し
て
い
る
。
本
県
被
災

女
性
部
員
に
新
潟
産
新
米
を
贈
呈

い
た
だ
き
、
末
武
会
長
の
ご
厚
意

に
大
変
感
謝
し
て
い
る
。」
と
挨

仮
設
住
宅
居
住
女
性
部
員
に

新
潟
県
女
性
連
よ
り
支
援
物
資
贈
呈

︱
末
武
新
潟
県
女
性
連
会
長
と
の
交
流
会
︱

最優秀賞に輝いた山田岳彦君

末武新潟県女連会長より、お米を
受け取る高橋南三陸女性部長

末武新潟県女連会長と本県女性部の皆さん
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